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通商協定法」（Reciprocal Trade Agreement Act、RTAA）に基づき締結された FTA 群を考
察する。以下では著者らにならい FTA 群を RTAA と呼ぶ（RTAA 締結相手国については脚







証する手法をとる。著者らは国を RTAA 参加国と RTAA 非参加国に分類する。さらに前者
は、特定物品につきアメリカに関税引き下げを要求した RTAA 参加国（以下、RTAA 要求
国）と、それ以外の RTAA 参加国（RTAA 非要求国）に分類される。ここでカギとなるの
は、当時のアメリカでは RTAA 要求国への特恵関税は RTAA 非要求国のみならず RTAA 非
参加国にも均霑（等しく適用）されたことである 1。 
本研究は 3 種類のダミーの説明力を検証する。第一に、RTAA への参加・非参加（ダミー
変数）が、貿易に影響を及ぼしたかを検証する。ダミー変数は有意でないので、RTAA 参加
国と RTAA 非参加国の対米輸出には差はないとする。第二に、RTAA 対象産品・非対象産
品（ダミー変数）の間で貿易変化に違いがあるかを検証する。ダミー変数が有意であるので
対象産品のみ対米輸出が増加したとする。第三に、(1) RTAA 要求国ダミー、(2) RTAA 非
要求国ダミー、(3) RTAA 要求国についてアメリカの関税引き下げ前後を区別するダミー、
(4) RTAA 非要求国についてアメリカの関税引き下げ前後を区別するダミー、の 4 つの貿易
効果を分析する。著者らは、第 1、第 3 ダミーが有意であったため、RTAA による関税引き





























るとしているが、1994 年発効の北米自由貿易協定（NAFTA）であれば 20 年以上の歴史を
有するので、1934 年の RTAA の影響を 1946 年までの 10 年強のデータで確認するよりも
ましで、理由づけに説得力がない。 
第五に、アメリカが RTAA を締結することで RTAA 非参加国の貿易に影響を与えること



























マフィア」である。World Politics はプリンストン大学（Princeton Institute for International 
and Regional Studies: PIIRS）より出版され、編集長もプリンストン大学所属である。我々
非アメリカ人は、これのような米国学会の現状を所与のものとして受け止めるしかないの
であろうか。さらにいうならば、著者らが本論文の着想を AER 論文から得たのであれば、
どうして本論文を AER より出版しなかったのかという疑問も残る。■ 
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1 米国産品を差別していたドイツ、オーストラリアへは非適用。 
2 ベルギー、ブラジル、カナダ、コロンビア、コスタリカ、キューバ、チェコスロバキ
ア、エクアドル、エルサルバドル、フィンランド、フランス、グアテマラ、ハイチ、ホン
ジュラス、オランダ、ニカラグア、スウェーデン、スイス、イギリス。 
 
